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低温時RIAを模擬したCHF試験データに基づき，RIA指針[1]指定のCHF相関式に補正を加えた改良CHF

相関式を作成した。CHF 実測値に対して平均誤差-9.0%，標準偏差 6.8%で予測可能であることを確認した。 
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1. 緒言 

RIA 時のような急速加熱時は，定常加熱時に比べて限界熱流

束（CHF）が増大する。低温時 RIA 解析には従来，保守性の大

きい定常プール沸騰における CHF 相関式が使用されている。

RIA 解析へのボイド反応度フィードバック効果の円滑な導入に

資するため，過度に保守的な CHF 相関式の適正化を図る。 

2. 低温時 RIAを対象とした CHF相関式の作成及び検証 

低温時 RIA解析における CHF の判定には，RIA指針[1]におい

て Rohsenow-Griffith式[2]及び Kutateladzeのサブクール度補正式

[2]（従来相関式）の使用が認められている。従来相関式は流速

に対する依存性及び急速加熱による CHF増大効果を考慮してい

ないため，前報告(2)の CHF 実測値を最大 45%過小評価した（図

1）。CHF の過小評価は，RIA 時における膜沸騰への遷移を早期

に予測するためボイド反応度フィードバック評価上は保守側で

あるが，3 次元最適評価手法導入の観点から，過剰な保守性を排

除した適正な評価が望まれる。従来相関式にウェーバ数による

補正項を加え，流速の影響を考慮した改良 CHF 相関式を作成し

た結果，CHF 予測精度は平均誤差-9%，標準偏差 6.8%となり，

従来相関式による結果を大きく改善した（図 2）。改良 CHF 相関

式は，前報告(2)の被覆管温度挙動等を妥当に予測すること，ま

た，炉心条件の変化による被覆管表面熱流束履歴の変化に際し

ても非保守側の結果に至る可能性が小さいことを確認した。 

3. 結言 

本報告で作成した改良 CHF 相関式により，RIA解析におけるボイド反応度フィードバックを適正に予測

できる見通しを得た。今後，高温待機時 RIAを対象とした CHF 相関式の作成と合わせて，より説明性のあ

る相関式となるよう両相関式の整合を図るとともに，さらなる高度化を視野に入れた検討を継続する。 
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